
 

公益社団法人 石川県言語聴覚士会 ２０１９年度 事業報告（在宅医療分野） 

 

 当会は、2019年度「石川県高度・専門医療人材養成支援事業費補助金」を活用させていただき、在宅

医療分野の事業を実施してきました。本来ならば 2020年 3月 21日の県民公開講座にて、それらの事業に

ついてご報告する予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大防止の対策のため、今年度中の開催が困難

となりました。参加を希望されておられた皆様には、謹んでお詫び申し上げます。また、ご後援いただい

ていた多くの関連団体様にも重ねてお詫び申し上げます。 

 今回は、県民公開講座の場で報告予定でした在宅医療分野の事業を中心に、このホームページ上にてご

報告させていただきます。 

 当会では、2020年度も引き続き在宅医療分野の事業を多数実施していく予定です。 

今後とも、当会の活動についてご理解いただき、ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

                             公益社団法人 石川県言語聴覚士会  

副会長 德田紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜高齢者のためのコミュニケーションサポート講座＞ 

日時：2019年 6月 16日（日） 10：00～16：20 

場所：小松市民病院 南館４階 研修室４ 

参加者：32名 介護福祉士・介護職 11名、介護支援専門員 7名、看護師 5名、 

理学療法士 2名、作業療法士 3名、言語聴覚士 3名（兼学生 1名含む）臨床検査技師 1名） 

概要：今年度は加賀地区で開催し、認知症、難聴、構音障害、失語症についてそれぞれの障害の特徴とコミュニ

ケーションの方法を実習を交えながら学んでいただきました。受講者のアンケートでは内容を理解でき、今後活

用できるという回答が多くありました。  



  

 

＜失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修 伝達研修＞ 

日時：2020年 2月 11日 9：30～13：00 

場所：恵寿総合病院 5病棟 2階 講堂 

参加者：石川県言語聴覚士会員 8名 当事者 2名 

概要失語症者向け意思疎通支援事業開始に向けて、県内の言語聴覚士が事業に対する理解を深め、支援者養成事

業の講師として活動できる人材を育成するために開催しました。当事者の方もお迎えし、事業についての意見交

換などを行いました。 

 



＜失語症カフェ＞ 

金沢地区 

日時：10月 5日 

場所：金沢フォーラス パンケーキ店 

参加者：当事者 2名（40代、50代の女性）言語聴覚士 4名 

概要：お若い方同士で話が弾み、共感されることも多く、最後には就労の希望など前向きな話が出ました。 

 

日時：11月 2日 

場所：ハスネテラス 

参加者：失語症友の会会員の方とそのご家族、県リハビリテーションセンターで聞いて参加された方など 

合計 24名（当事者 12名、ご家族 9名、言語聴覚士 3名） 

概要：テーブルに分かれケーキを食べながら会話を楽しみました。 

 

加賀地区 

日時：7月 6日 

場所：芦城クリニック 

参加者：合計 28名（当事者 12名、家族 10名、ケアマネージャー1名、言語聴覚士 4名、理学療法士 1名） 

若年の当事者同士で話す様子があったり、失語症友の会の方も参加され、会の方と入会していない方の出会う場

にもなりました。 

 

日時：10月 26日 

場所：芦城クリニック 

参加者：合計 24名（当事者 11名、ご家族 8名、言語聴覚士 2名、理学療法士 3名） 

概要：失語症友の会のからは会長もご出席いただきました。今回は病前に写真を趣味にしていた方 2名の写真

をスライドにし、当事者の方にも一部説明していただきました。 

                                                                                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜川柳コンテスト作品集 公益社団法人化記念事業＞ 

石川県言語聴覚士会は、2018 年度より公益社団法人として活動できることとなりました。その記念として、

言語聴覚士が関わっている患者様、利用者様、支援者の方々を対象に、ホームページ上で作品を募集して川柳コ

ンテストを開催し、作品集を兼ねた小誌を作成致しました。当会の川柳コンテストは、会員が日頃関わらせてい

ただいている方々の社会参加の機会拡大を願い、県内の方々を対象に 2010 年度に始めたものです。たとえ聞こ

えや言葉などに難しさを抱えておられても、作品を作ったり、鑑賞することが、生活の中での楽しみの一つであ

って欲しいと思います。（川柳コンテスト作品集：公益社団法人石川県言語聴覚士会会長あいさつより一部抜粋） 

今回は、全国から 87名の方々がたくさんの作品を応募してくださいました。 

入賞・入選作品をご紹介します。 
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